
                        
 

 

                          

     

八
月
六
日(

土)

午
後
九
時
、
加
治
木
教

会
か
ら
の
参
拝
者
七
名
は
お
広
前
で
、
お

届
け
・
御
祈
念
の
後
、
鹿
児
島
教
会
か
ら

の
参
拝
者
も
加
え
て
高
速
道
路
を
一
路
御

本
部
へ
向
か
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

夜
中
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
休
憩
を
取

り
な
が
ら
安
全
運
転
で
、
御
本
部
へ
の
御

礼
参
拝
に
お
か
げ
を
蒙
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 
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若
い
信
奉
者
は
仕
事
の
休
み
が
少
し

で
も
少
な
い
と
参
拝
が
し
や
す
い
の
で
、

昨
年
か
ら
大
会
前
日
の
夜
に
出
発
す
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。 

車(

今
年
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス)

は
、
夜
の

高
速
道
路
を
走
り
、
翌
朝
七
時
ご
ろ
無
事

御
本
部
へ

到
着
し
ま

し
た
。 

八

月

七

日(

日)

大

会
当
日
は
、

到
着
後
御

礼
の
「
御

祈
念
お
届

け
」
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

午
前
十
時
半
か
ら
の
「
か
が
や
け
大
行

進
」
で
は
、
南
九
州
教
区
の
参
拝
教
会
が

｢

梯
団｣

(

て
い

だ
ん)

を
組
ん
で
一
緒
に
行
進
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

「
南
九
州
梯
団
」
は
、
南
九
州
教
区
か

ら
の
参
拝
教
会
（
鹿
児
島
教
会･

萩
原
教

会･

天
草
教
会･

難
関
教
会
ほ
か
）
が
「
豊

前
四
日
市
教
会･

天
道
教
会
」合
同
バ
ン
ド

隊
に
先
導
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
大
谷
の
ア

ー
ケ
ー
ド
を
歩
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
「
南
九
州
梯
団
」
の
後
ろ
に
は
、

「
門
司
港
教
会
」
の
み
な
さ
ん
が
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
曲
を
ス
ピ
ー
カ
ー
で
流
し
な
が

ら
元
気
に
行
進
を
さ
れ
、
と
て
も
に
ぎ
や

か
行
進
と
な
り
ま
し
た
。 

                 

加
治
木
教
会
の
バ
ン
ド
隊
は
、
今
年
は

練
習
準
備
が
と
と
の
わ
ず
、
演
奏
行
進
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
来
年
は
き
っ
と
、

み
ん
な
で
練
習
に
励
み
、
お
か
げ
を
蒙
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
！ 

午
後
か
ら
の
「
わ
か
ば
祭
」
で
は
、
ご

列
席
さ
れ
ま
し
た
教
主
金
光
様
ご
夫
妻
へ

の
花
束
贈
呈
な
ど
の
行
事
に
同
席
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

し
た
。 

＊ 

少
年
少
女
全
国
大
会
の
帰
途
、
八
月
七

日(

日)

は
徳
山(

周
南
市)

に
午
後
七
時
頃

到
着
し
、
夕
食
を
済
ま
せ
て
か
ら
予
約
を

し
て
い
た
亀
の
井
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
、
疲

れ
を
癒
し
ま
し
た
。 
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八
月
八
日(

月)

の
大
会
翌
日
は
、
例
年

勉
強
の
で
き
る
施
設
や
観
光
地
を
訪
れ
る

の
で
す
が
、
今
回
は
こ
の
日
の
朝
ま
で
決

ま
ら
ず
、
山
口
県
の
観
光
マ
ッ
プ
を
見
て

急
き
ょ
長
門
市
に
あ
る
「
金
子
み
す
ず
記

念
館
」
と
な
り
ま
し
た
。 

レ
ジ
ャ
ー
施
設
で
は
な
い
た
め
に
、
皆

の
了
承
を
シ
ブ
シ
ブ
な
が
ら
取
り
付
け
、

美
祢
Ｉ
Ｃ
か
ら
北
に
位
置
す
る
長
門
市
へ

向
か
い
ま
し
た
。 

           

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
も
走
り
や
す
い
き
ち

ん
と
整
備
さ
れ
た
国
道
を
通
り
、
三
十
分

ほ
ど
山
間
の
町
々
を
縫
う
よ
う
に
走
っ
て

い
る
と
仙
崎
蒲
鉾
で
有
名
な
仙
崎
港
の
あ

る
長
門
市
へ
到
着
し
ま
し
た
。 

          

記
念
館
は
、
金
子
み
す
ず
さ
ん
が
生
前

に
過
ご
し
て
あ
っ
た
「
金
子
文
英
堂
」
と

い
う
書
店
跡
で
し
た
。 

書
店
を
そ
の
ま
ま
改
造
さ
れ
、
当
時
の

雰
囲
気
が
残
る
素
晴
ら
し
い
記
念
館
で
し

た
。 

          

一
行
は
、
長
門
市
内
の
特
産
品
の
お
店

が
集
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
た
っ
ぷ
り
と
昼

食
を
頂
き
、
十
九
時
過
ぎ
に
無
事
加
治
木

教
会
へ
到
着
し
ま
し
た
。 

神
様
・
霊
様
に
、
そ
し
て
親
奥
様
方
に

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
元
気

に
お
礼
申
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
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金
光
教
少
年
少
女
会
連
合
本
部
「
東
日

本
復
興
支
援
団
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
五
月

か
ら
七
月
の
間
、
十
回
に
わ
た
り
一
回
に

十
日
間
二
十
人
ほ
ど
を
限
定
し
て
支
援
団

員
を
募
集
し
、
御
本
部
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
を
運
行
し
て
、
募
集
に
応
募
し
た
派
遣

団
員
を
乗
せ
て
石
巻
市
へ
赴
き
、
石
巻
教

会
周
辺
で

瓦
礫
・
ヘ
ド

ロ
・
ゴ
ミ
な

ど
の
撤
去

作
業
な
ど

を
行
っ
て

こ
ら
れ
ま

し
た
。 

八

月

に

は
、
夏
休
み

と
い
う
こ

と
も
あ
っ

て
「
高
校
生

の
奉
仕
団
」

が
募
集
さ
れ
、
一
日
か
ら
六
日
ま
で
の
間
、

特
別
に
六
日
間
と
い
う
短
目
の
期
間
で
計

画
が
立
て
ら
れ
、
希
望
が
あ
れ
ば
中
学
生

も
参
加
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

そ
の
た
め
、
加
治
木
教
会
か
ら
も
少
年

少
女
会
、
中
学
三
年
生
の
矢
野
芳
恵
さ
ん

が
参
加
さ

せ
て
い
た

だ
き
ま
し

た
。 

 

八

月

一

日
早
朝
、

高
速
バ
ス
で
出
発
し
、
基
山
Ｓ
Ａ
で
甘
木

親
教
会
を
出
発
し
て
御
本
部
に
向
か
う
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
り
込
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
は
、
甘
木
親
教
会
は

じ
め
近
く
の
筑
紫
本
郷
教
会
か
ら
の
参
加

者
も
乗
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
親
し
い

同
級
生
も
い
ま
し
た
。 

午
後
に
は
御
本
部
に
到
着
し
、
ス
タ
ッ

フ
五
名
と
大
学
生
・
中
高
生
の
十
六
名
の

参
加
者
は
、
支
援
作
業
説
明
会
、
教
主
金

光
様
へ
の
お
届
け
、
御
祈
念
の
後
、
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
で
宮
城
県
石
巻
市
に
向
け
て
出

発
し
ま
し
た
。 

夜
の
高
速
道
路
を
ひ
た
す
ら
走
り
、
翌

朝
石
巻
市
に
あ
る
石
巻
教
会
に
到
着
し
ま

し
た
。 

八
月
一
日
の
夜
は
静
岡
県
で
大
き
な

地
震
が
あ
り
東
名
高
速
道
路
は
通
行
止
め

と
な
り
、
留
守
宅
の
家
族
は
テ
レ
ビ
を
見

て
は
お
繰
り
合
わ
せ
を
御
祈
念
さ
せ
て
い

た
だ
く
よ
う
な
こ
と
で
し
た
。 

現
地
で
の
作
業
は
、
実
質
四
日
間
で
し

た
。 男

性
の
参
加
者
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
先
生

方
が
重
機
を
使
わ
れ
て
作
業
を
さ
れ
る
周
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辺
で
力
の
要
る
作
業
に
当
た
り
、
女
性
の

参
加
者
は
津
波
で
汚
れ
た
家
屋
の
掃
除
や

小
さ
な
瓦
礫
の
片
付
け
や
団
員
一
同
の
炊

事
に
当
た
り
ま
し
た
。 

女
性
参
加
者
は
作
業
前
後
に
食
事
の

準
備
と
片
付
け
が
あ
り
、
中
学
生
の
女
性

に
と
っ
て
は
、
男
性
が
休
憩
し
て
い
る
間

も
作
業
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
少

し
負
担
に
思
え
た
そ
う
で
す
。 

作
業
期
間
中
は
、
魚
の
腐
っ
た
よ
う
な

油
の
よ
う
な
臭
い
で
困
り
は
し
た
も
の
の
、

家
を
流
さ
れ
壊
さ
れ
家
族
を
亡
く
さ
れ
た

多
く
の
方
々
の
こ
と
を
思
え
ば
、
一
生
懸

命
作
業
を
さ
せ
て
い
た
だ
か
ね
ば
な
ら
な

い
気
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

宿
泊
は
、
石
巻
教
会
に
近
い
産
婦
人
科

の
病
院
跡
の
建
物
で
、
簡
易
ベ
ッ
ド
を
使

っ
て
の
舎
営
キ
ャ
ン
プ
生
活
の
よ
う
な
も

の
で
し
た
が
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
も
少
年
少

女
会
の
キ
ャ
ン
プ
指
導
の
経
験
が
多
く
、

作
業
生
活
は
健
康
面
の
配
慮
が
十
分
に
な

さ
れ
て
お
り
、
負
担
に
な
ら
な
い
作
業
計

画
が
立
て
ら
れ
、
家
族
的
な
雰
囲
気
で
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。 

例
年
御
本
部
で
開
か
れ
る｢

年
代
別
キ

ャ
ン
プ｣

や
、
親
教
会
で
開
か
れ
る｢

子
弟

の
集
い｣

で
の
友
だ
ち
も
一
緒
に
参
加
し

て
、
有
意
義
な
奉
仕
作
業
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。 

こ
の
体
験
が
、
将
来
の
人
生
に
役
立
ち
、

信
心
の
成
長
に
つ
な
が
っ
て
行
く
こ
と
が

願
わ
れ
ま
す
。 

   

    

九
月
十
一
日(

日)

に
鹿
児
島
サ
ン
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
る
「
金
光
教
全
国

信
徒
会 

西
南
ブ
ロ
ッ
ク
信
心
研
修
会
」
の

企
画
準
備
に
当
た
ら
せ
て
い
た
だ
く
、
第

十
二
回 

実
行
委
員
会
が
八
月
十
三
日

(

火)

に
、
第
十
三
回 

実
行
委
員
会
が
八
月

二
十
七
日(

土)

に
開
か
れ
ま
し
た
。 
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加
治
木
教
会
か
ら
も
、
教
師
の
立
場
で

親
先
生
が
、
信
徒
の
立
場
で
上
田
和
也
さ

ん
が
出
席
さ
れ
、
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

八
月
二
十
七
日
に
開
か
れ
ま
し
た
、
第

十
三
回 

実
行
委
員
会
の
集
合
場
所
は
、
研

修
会
が
開
催
さ
れ
る｢

鹿
児
島
サ
ン
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル｣

で
し
た
。 

会
場
下
見
と
ホ
テ
ル
担
当
者
と
の
打

ち
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
下

屈
指
の
ホ
テ
ル
だ
け
あ
っ
て
高
級
で
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
が
あ
り
、
担
当
の
方
の
接

客
も
と
て
も
丁
寧
で
親
切
で
し
た
。
大
会

の
成
功
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
予
感
さ
え

し
ま
し
た
…
?! 

研
修
会
会
場
の
現
場
確
認
・
昼
食
・
ホ

テ
ル
の
担
当
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
の
後
、

上
荒
田
教
会
へ
移
動
し
て
、
準
備
・
計
画

書
作
り
な
ど
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

                      

「
金
光
教
全
国
信
徒
会 

西
南
ブ
ロ
ッ

ク
信
心
研
修
会
」
に
は
、
共
々
に
誘
い
合

わ
せ
て
お
か
げ
を
蒙
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う
。 

未
信
奉
者
の
お
友
だ
ち
、
知
人
も
お
誘

い
下
さ
い
。 

          

講
師
の
宇
都
木
あ
け
み
先
生
は
、
元
Ｔ

Ｂ
Ｓ
で
お
働
き
に
な
ら
れ
、
ご
主
人
は
テ

レ
ビ
に
ご
出
演
に
な
ら
れ
キ
ャ
ス
タ
ー
な

ど
を
勤
め
ら
れ
た
宇
都
木
員
夫
さ
ん
で
す
。 

一
般
社
会
的
に
対
し
て
、
信
心
を
ど
の

よ
う
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
行
く
べ
き
か
心
得

て
あ
る
方
で
す
。 

貴
重
な
講
演
会
と
な
り
ま
す
。
共
々
に

お
か
げ
を
蒙
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。 
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九 

月 
 
 

 

中
島
時
彦
之
霊
神 

 
 

昭
和
62
・
09
・
02 

平
島
信
彦
之
霊
神 
 
 

昭
和
20
・
09
・
03 

前
田 

満 

之
霊
神 
 
 

昭
和
20
・
09
・
03 

庄
村
ミ
サ
之
霊
神 
 
 

昭
和
42
・
09
・
05 

桐
野
仲
太
郎
之
霊
神 

昭
和
10
・
09
・
09 

汰
木
ス
エ
之
霊
神 

 
 

昭
和
55･

09
・
12 

大
重
為
廣
之
霊
神 

 

昭
和
24･

09･

22 

西
本
ハ
ル
子
之
霊
神 

平
成
17
・
09
・
25 

桐
野 

整 

之
霊
神 

 

昭
和
45
・
09
・
28 

 

 

          

 

     
 

…
… 

８
月 

…
…
…
… 

１(

月) 

●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

 

〃 
 

東
日
本
復
興
支
援
活
動
出
発 

３(

水) 

甘
木
親
教
会
参
拝
日 

 

〃 
 

龍
笛
練
習 

６(

土) 
(

少
年
少
女
全
国
大
会 

出
発) 

７(

日) 

少
年
少
女
全
国
大
会 

８(

月) 
(

少
年
少
女
全
国
大
会 

帰
着) 

 

〃 
 
 

斎
掃
御
用 

  
 

10
時 

10(

水) 

●
生
神
金
光

大

神

様 

月
例
祭 

10
時
半 

13(

土) 

西
ブ
研
修
会 

第
12
回
実
行
委
員
会 

16(

火) 

龍
笛
練
習 

19(

金) 

龍
笛
練
習 

19(

金)

〜
20(

土) 

甘
木 

婦
人
教
師
会 

19(

金) 
 

龍
笛
練
習
・青
年
会 

 

20
時 

21(

日) 

斎
掃
御
用  

  

10
時 

22(

月) 

●
月
例
祭･

共
励
会 

 

13
時
半 

24(

土) 

西
ブ
研
修
会 

第
13
回
実
行
委
員
会 

24(

土)

〜
25(

日) 

典
楽
講
習
会
（日
田
教
会
） 

29(

月)

〜
30(

火) 

教
区
会
議 

30(

火) 

斎
掃
御
用  

10
時 
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九
月
十
一
日
（日
） 

 

 

サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
２
Ｆ(

勤
労
者
交

流
セ
ン
タ
ー)

に
て 

             

  

  

 

教 

会 

行 

事 
 

…
… 

９
月 

…
…
…
… 

１(

木)

●
報

徳

月

例

祭 

10
時
半 

２(

金)

〜
３(

土) 
 

甘
木
親
教
会 

信
徒
の
集
い 

９(

金) 

斎

掃

御

用 
 
 
 

10
時 

10(

土)

●
生
神
金
光

大

神

様 

月

例

祭 

10
時
半 

11(

日)

●
信
徒
会
西
南
ブ
ロ
ッ
ク
信
心
研
修
会 

12
時
〜
（於
・サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
２
Ｆ
） 

21(

水) 

斎

掃

御

用 
  
 

10
時 

22(

木)

●
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

 

〃 
 
 

青 

年 

会 
 

20
時 

23(
祝)

●
秋 

季 

霊 

祭  

10
時
半 

24(
土)
〜
25(

日) 

●(
連)

青
年
の
ひ
ろ
ば 

30(

金) 
斎

掃

御

用 
 

10
時 

※ 

若
婦
人
会 
13
時
半 

(

未
定) 

 

※
少
年
少
女
会
・
青
年
会
・
若
婦
人
会
は
、
都
合
に
よ
り

日
程
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
随
時
連
絡
し
ま
す

の
で
お
気
を
つ
け
下
さ
い
。 

    

…
… 

10
月 

…
…
…
… 

１(

土)

●
御
本
部
御
大
祭
出
発 

２(

日)

●
御
本
部
御
大
祭 

参
拝 

帰
着 

４(

火)

●
報

徳

月

例

祭 

10
時
半 

９(

日) 

斎

掃

御

用 
 
 
 

10
時 

10(

祝)

●
生
神
金
光

大

神

様 

月

例

祭 

10
時
半 

12(

水) 

若
婦
人
会 

13
時
半 

16(

日) 

少
年
少
女
会 

21(

金) 

斎
掃
御
用 

10
時 

22(

土)

●
月
例
祭
・共
励
会 

13
時
半 

 

〃 
 

青 

年 

会 
 

20
時 

30(

日) 

人
吉
教
会
布
教
百
年
記
念
大
祭 

〃 
  

上
荒
田
教
会
御
大
祭 

31(

月) 

斎

掃

御

用 
  
 

10
時 

       

  


